職務経歴書
2025年11月26日現在
氏 名　須木流 有男

【職務要約】
20●●年3月●●大学卒業後、同年4月より株式会社●●に入社し、一貫して法人向けイベント企画・プロデュース営業に従事。主にIT企業、金融機関、メディア企業を対象に、新製品発表会、展示会ブース企画、インナーイベント（社員総会）など、年間平均10～15件のプロジェクトを担当。
顧客のマーケティング・ブランディング課題を深くヒアリングし、企画立案、予算交渉、会場選定、当日の運営ディレクションまでを一気通貫で推進。年間売上目標を4年連続で達成し、特に顧客のイベント目標達成率（例：リード獲得数、参加者満足度）を重視した提案で、リピート受注率80%以上を維持。直近では、大手IT企業の大規模カンファレンスを成功に導き、年間受注売上高で部門優秀賞を受賞。クリエイティブな企画力と、複雑なプロジェクトをリスク管理しながら完遂させる実行力に強みがあります。　　
【職務経歴】※最新順
	20●●年4月 ～ 現在　　株式会社●●

	事業内容：イベントの企画・制作・運営、展示会デザイン・施工、デジタル・リアル統合型プロモーション  
資本金：1億円　売上高：60億円　従業員数：250名

	20●●年4月
~現在

	法人営業部 / イベントプロデューサー
	正社員

	
	営業スタイル： 
大手企業（マーケティング・広報部門）への企画提案型コンサルティング営業
（既存深耕：8割、新規開拓：2割）
1日の対応件数：
顧客商談・企画プレゼン：平均3～4件、社内制作・外部協力会社との打ち合わせ：2～3件
担当顧客数：
約20社（IT、金融、メディア、エンターテイメントなど）
商材の単価： 
イベント制作費：1件あたり300万円～数億円（平均1,500万円）
主な業務内容：
· 企画立案・要件定義
顧客のKPI（例：リード獲得数、認知度向上）に基づいたイベントのコンセプト設計と、会場・コンテンツの企画
· 予算・スケジュール管理
数億円規模の予算折衝と、数ヶ月にわたる制作・運営の緻密なWBS管理
· 協力会社選定・手配
会場、音響・照明、美術装飾、映像制作、タレントなど、外部ベンダーの選定とディレクション
· 危機管理・運営統括
イベント当日の現場指揮、予期せぬトラブル（例：機材故障、来場者対応）へのリスクヘッジと対応
· 費用対効果の報告
イベント終了後の参加者アンケート、リードデータに基づいた効果測定レポートの作成と次期提案
実績：	Comment by SQiL Career Agent: 実績は、
・期間
・何の実績なのか
・達成率
・全体の目標達成している割合
の4点を可能なかぎり記載しましょう。

特に会社によって、目標設定の置き方が異なるため、全体の目標達成の割合は大事なポイントです。

また、その他表彰実績や、誇れる大きな受注案件、順位などもあれば記載。

表形式で記載すると見やすく、目にもつきやすいのでおススメです。
	期間
	年間受注売上(百万円)
	目標達成率 
	営業部平均達成率 

	20●●年
	150
	110%
	100%

	20●●年
	220
	120%
	105%

	20●●年
	300
	135%
	110%

	20●●年
	350
	125%
	115%


アピールポイント：	Comment by SQiL Career Agent: アピールポイントは、実績に繋がった具体的行動や工夫点を優先的に記載。
またそれ以外だと、営業組織に貢献した具体的行動や工夫点などが望ましいです。
内容の抽象度が高いと、何をアピールしているのか読み手に伝わりづらいので、なるべく具体的かつ端的に記載することを心掛けましょう。
企画の「クリエイティブ」と「ロジック」を両立させるプロデュース力
イベント企画においては、顧客のマーケティング担当者が求める「話題性・斬新さ」というクリエイティブな要素と、経営層が求める「リード獲得・ROI」というロジカルな要素の両立が難しい点でした。そこで、企画段階で「ターゲット層の行動変容シナリオ」を明確に定義。このシナリオに基づき、体験型のコンテンツを企画するとともに、効果測定指標（アンケート満足度、商談化率）を盛り込んだロジカルな提案書を作成しました。この結果、クリエイティブな評価と予算の合理性が両立したことで、高額な新規大型案件の受注が連続し、リピート受注率80%以上を達成。4年連続で目標を達成する基盤を確立しました。


· 営業活動において利用経験のあるITツール	Comment by SQiL Career Agent: ITツールの利用経験が比較的多い方はぜひ記載しましょう。
逆にこれまであまり利用経験のない方はこの項目は削除していただいてかまいません。
· 顧客・案件管理：Salesforce,社内SFA
· 資料作成・分析：Microsoft Excel,PowerPoint
· プロジェクト管理：Asana, Wrike
· イベントシステム：イベント管理SaaS (Peatix, EventRegist), Zoom/Teams（ハイブリッドイベント対応）
· 活かせる経験・知識・技術	Comment by SQiL Career Agent: 今回の転職活動で受ける企業でも活かせる『汎用的なスキル』を記載しましょう。
転職先では活かせないスキルを記載してしまうと、即戦力性の低い人材と判断される可能性があります。
特にアピールのしたい順に上から書くことが望ましいです。
· 企画・制作・運営を予算・納期内で完遂する総合的なプロジェクトマネジメント能力
· 顧客のマーケティング・ブランディング課題に基づいたイベントのコンセプト設計スキル
· 音響、照明、映像、美術など制作技術に関する基礎知識と、外部クリエイターのディレクション能力
· 数億円規模の予算交渉および多数の協力会社との契約・調整実務経験
· イベント後の効果測定（KPI達成度）を分析し、次期提案に繋げるフィードバック能力
· 資格
· 普通自動車運転免許
· 自己PR	Comment by SQiL Career Agent: 自己PRに正解はありませんが、業務の具体的なアピールポイントは上記したので、ここでは、自身の仕事におけるこだわりや強み、その他アピールできる経験を記載するのがベターと考えます。
予期せぬ事態に対応する「圧倒的な危機管理能力」
イベントの現場は「生もの」であり、予期せぬトラブルへの対応力が問われます。私の強みは、「最悪のシナリオを先読みし、すべてに代替案を用意する危機管理能力」です。イベント開催前には、電源トラブル、機材故障、登壇者の遅延など、あらゆるリスクを洗い出し、発生時の対応マニュアルを事前に策定。実際に大規模カンファレンスで音響機材が故障した際も、事前に用意していたワイヤレス予備システムに5分以内で切り替えることで、プログラムを中断させることなく進行させました。この先回りした準備と、現場での冷静な状況判断力が、顧客の信頼を確固たるものにしています。

多様なプロフェッショナルを束ねる「チーム統率力」
イベントの成功は、顧客、社内営業、制作、音響、照明、会場スタッフという多様な専門性を持つプロフェッショナルを一つにまとめる統率力にかかっています。私は、「共通の目標（イベント成功）」を軸に、各協力会社に対し、役割と責任範囲を明確に定義することを徹底。制作側には技術的な制約を、顧客側には予算・納期の現実を、それぞれ翻訳して共有することで、部門間の対立を未然に防ぎ、プロジェクトを円滑に推進しました。この多様なステークホルダーの利害を調整し、全員のパフォーマンスを最大化する統率力こそが、私のポータブルスキルです。
以上
(1/3)
